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研究成果の概要（和文）：ニホンザルのメスは、生涯を生まれ育った集団で暮らす。このようなニホンザルメスの加齢
に伴った行動変化、特に20歳を超える高齢個体の行動に焦点を定めて、2つの集団で行動観察を実施した。
　高齢個体の中で、老眼になっているものがいることを発見した。毛づくろいは、毛を分ける手指近くに目を近づける
のが一般的であるが、25歳前後の個体の中には目の位置を手指から離す個体がいる。これは老眼であると推測される。
　高齢メスは社会的孤立傾向が目立つが、特に優劣順位が低い個体において、毛づくろいを受ける個体が少なくなるな
ど顕著であった。他方、親しい個体を亡くした高齢メスが新しいパートナーを見つける柔軟性も保持していた。

研究成果の概要（英文）：We observed females of various age classes in free-ranging groups of Japanese maca
ques. We found that some aged females aged around 25 years or more got dim with age; aged eyes or farsight
edness due to old age through observations of their grooming behaviors. The distance between eyes and fing
ers during grooming others for some aged females was much longer than that for younger females, indicating
 that the former females have aged eye. This is the first finding of aged eye in monkey species.
 There is a clear tendency that aged and lower-ranking females became less social than aged but higher-ran
king females. Such social withdrawal or decreasing social attractiveness seem to be related with dominance
 rank and the number of female immmature offspring.
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１．研究開始当初の背景 
 生まれた集団で一緒を過ごすニホンザル
のメスは 5 歳から 7 歳で初産を行い、その後
は 2，3 年に 1 回の出産を行い、20 歳頃から
出産が少なくなり、最終出産は 25，26 歳で
ある。このような繁殖をしながら、娘、姉妹、
孫娘、姪などの血縁メスとの密接な関係を維
持しながら加齢していく。このようなメスの
生涯発達の中で、加齢に伴ったメスの社会関
係の変化などについての研究は、これまでほ
とんど行われてこなかった。特に、繁殖能力
が減じる 20 歳以上のメスの社会関係は注目
されながらも、繁殖活動が低調になったこの
ような高齢個体の社会関係の変容のデータ
は皆無に近いものであった。 
 
２．研究の目的 
嵐山集団(京都市)と勝山集団(岡山県真庭

市)を対象にした行動観察研究を基にして、高
齢ニホンザルの社会関係を、明らかにするこ
とが本研究の主たる目的である。特に、娘が
自身の子育てを行うようになると、母ザルと
の関わりが減少し、結果的に、高齢の母ザル
ほど社会的な活動性が減衰すると考えられ
る。このような仮説を、2 集団を対象にして
検証する。さらに、高齢個体ほど個体差が顕
著になることが予測される。定性的な記述に
よって、高齢メスの社会性の多様性を把握す
ることも本研究の目的である。 

 
３．研究の方法 
（１）嵐山ニホンザル集団：20 歳以上の高齢
メスと20歳以下の中年齢メスを対象にして、
個体追跡観察を実施し、歩行や休息などの一
般的な活動性と他個体との社会的関わりを
記録する。 
（２）勝山ニホンザル集団：5 歳以上の全て
のメスを（毎年約 50 頭）対象に、20 分ごと
に、誰と誰が毛づくろいを行っているのかを
記録する。さらに、オトナメスの順位に関連
する行動（威嚇、悲鳴など）を記録し、メス
の優劣順位を明らかにする。 
 
４．研究成果 
（１）嵐山集団における高齢メスの行動特性 
25 歳以上の超高齢メスは、日中の餌場近辺

滞在中の休息時間は 50%以上となっていた。
一般に、20 歳以下の個体に比べて、20 歳以
上の個体の休息が多く、活動性が低いことは
知られている。しかし、今回、25 歳以上の超
高齢メスの中では、社会的な優劣順位の高さ
が高位であるか、低位であるか、さらに 30
歳以下か 30 歳以上であるのかなどとは、休
息の時間や社会的活動性(例えば、毛づくろ
い)に明瞭な関係は見いだせなかった。つま
り、ニホンザルでは出産があり得ない年齢層
である 25 歳以上になると、個体差が顕著に
なり、ニホンザルの行動を規定する要因であ
る社会的順位や年齢は個体の活動性を説明
する要因としては有用ではないことがわか

った。 
 但し、休息中に座っているのか、それとも
横になっているのかについては、25 歳以上の
超高齢個体であっても、順位が高位のメスは
横になって休息していることが、低位のメス
よりも多いことが明らかとなった。つまり、
25 歳以上であっても、集団の他個体の動向を
確認し、適切な行動をとる必要がより高い個
体である低順位メスは、座っている時間が長
くなったと考えられる。 
 超高齢メスの中で孫娘がいる個体といな
い個体で、他の成体メスに対する毛づくろい
を比較すると、孫を持つメスの方が、他の成
体メスへの毛づくろいが少なくなっていた。
つまり、老齢メスにおける社会活動性の減衰
は、近縁個体の有無によって影響を受けるこ
とが確認できた。 
 
（２）勝山集団における高齢メスの行動特性 
 勝山集団において、本研究期間以前から収
集している毛づくろいデータも一緒に分析
し、下記のような事実が明らかになった。 
 図１は母ザルが娘たちと毛づくろいした
頻度を矢印の太さで示したものである。また、
左から右に1年ずつ加齢していく様子がわか
る。図 1の上段の母ザルは 24 歳から 27 歳の
4年間で、オトナの娘たちとの毛づくろいは、
常により若い娘と頻繁に行う傾向があるこ
とがわかる。つまり、長女との毛づくろいは
徐々に減少し、常に末娘との毛づくろいが多
くなっている。そして、4年目の母ザルが 27
歳の時には、母ザルと 19 歳の娘の間では毛
づくろいが観察されなかった。同様の傾向が
19 歳から 22 歳までの 4 年間を観察した個体
(図１の下段)でも、確認できた。 
 

 
 図２は、オトナの姉妹間の 4年間の毛づく
ろいの頻度の変遷を示してある。図２の上段
では 20 歳を超える高齢の姉妹の間ではすで
に毛づくろいが観察されず、親和的な行動と
して社会関係の維持に重要な毛づくろいを
相互に行う関係でないことがわかる。そして、
図 2 の下段の姉妹の関係も合わせてみると、
姉妹が加齢するにしたがって、年長の姉妹間
では毛づくろいが少なくなることもわかる。
確かに、毛づくろいの頻度は加齢に伴って姉
妹間でも減少する傾向は確認できたが、姉妹
間での社会的順位の変化はほとんど確認で
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図１．母ザルとおとなの娘の 4 年間にわ
たる毛づくろい頻度の変遷。数字は年齢。 



きず、また、非血縁個体とのケンカなどでは、
毛づくろいしない姉妹間でも互いに支援す
ることが確認されている。つまり、高齢の姉
妹では、直接的な親和行動を介しての交流が
少なくなったとして、以前の関係は認知され
ており、それらに基づいて、互いに連合など
をしていると考えられる。 
 

 
(３)老眼の存在 
 ヒトでは、個人差は大きいが、加齢すると
老眼になることはよく知られた事実である。
つまり、視力の低下とともに、目と見る対象
物との距離が長くなる。この事実はヒト以外
の動物ではほとんど確認されていない。 
 20 歳までのニホンザルでは、通常、毛づく
ろいの際、毛をかき分け何かをつかむ指先と
目の距離は 10 ㎝ほどか、それ以下と推測さ
れる。指先に目を近づけて行うのが毛づくろ
いと言える。しかし、20 歳を超える複数の個
体において、加齢に伴って、毛づくろいの際
の指先と目の距離が徐々に広がることを確
認できた(図３)。そして、25 歳を超える個体
の中には、行動学的に老眼とみなせることが
かなり含まれていること、他方 30 歳を超え
る超高齢メスでも、行動学的に老眼とみなせ
ない個体もいることが確認できた。ヒト以外
の霊長類において、年齢と行動学的な観点か
らの老眼を初めて指摘することができた。 
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図２．オトナの姉妹間における 4 年間の
毛づくろい頻度の変遷。数字は年齢。 
 

図３. 21 歳のメス(左)が 25 歳になった
時の毛づくろい(右)。25 歳の時には、メ
スの体はまっすぐになり、毛づくろいの
指先から、目がかなり離れたところに位
置するようになった。 
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